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「敬老の自」15日設

九
月
は
敬
老
の
月
で
す
。

私
た
ち
は
「
敬
老
の
日
」
を

単
な
る
一
日
だ
け
の
行
事
で
終

ら
せ
る
こ
と
な
く
、
常
に
社
会

の
た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た

お
年
よ
り
を
う
や
ま
い
、
み
ん

な
で
暖
か
く
祝
福
し
あ
い
ま
し

ょ弓ノ。町
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
の

た
め
に
力
い
で
ゆ
口
グ
を
巡
回
し

て
、
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
さ
ん
の

手
に
よ
り
、
入
浴
さ
せ
て
あ
げ

て
い
ま
す
。
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公
有
財
産
購
入
費

な
ど
補
正

融

会

計

.6.. 
7>: 

今
年
度
一
般
会
計
に
今
川
一
億
一
千

百
六
十
七
万
一
千
円
が
補
正
さ
れ
、
当

予
算
会
計
の
総
額
は
一
二
十
(
一
億
六
千
一
二

百
七
十
五
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
公
有
財
産
購
入
費

ε

千一一

百
五
十
万
円
。
自
滝
テ
レ
ピ
中
継
所
進

入
道
路
の
改
修
な
ど
の
生
活
行
政
推
進

費
二
百
五
十
問
万
円
。
賦
課
徴
収
費
百

八
十
万
円
。

民
生
費
老
人
ホ

l
ム
費
四
百
三
万

五
千
円
。
老
人
健
康
教
育
推
進
と
在
宅

老
人
の
た
め
の
健
康
増
進
を
は
か
る
た

め
の
老
人
福
祉
費
。
地
方
改
善
対
策
費

昔義
zznN 

ム玄例{疋
間
出

円

L

H
笛
如

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、

七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

一
一
日
間
の
会
期
で
関
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど

町
提
出
の
議
案
十
四
件
と
、
陳
情
文

書
な
ど
議
会
か
ら
の
報
告
案
件
仁
件
。

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

報
告
案
件
は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た

こ
と
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一

般
質
問
の
か
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

一
ム
一
千
九
百
一
二
十
九
万
円
。

衛
生
費
高
額
療
養
費
の
貸
付
金
五

百
万
円
。
豊
茂
診
療
所
医
師
の
旅
費
研

究
費
。
出
海
診
療
所
の
老
朽
化
に
よ
る

修
繕
費
。
公
害
対
策
費
百
四
万
円
。

農
林
水
産
業
費
オ
モ
ダ
橋
補
修
工

事
費
。
出
海
白
石
農
道
ほ
か
て
一
線
に
一

千
一
六
一
一
十
五
万
円
。
町
単
魚
線
設
置
費
。

櫛
生
漁
港
防
波
堤
の
補
修
工
事
費
。

商
工
費
街
路
灯
設
置
費
不
足
分
。

土

木

費

長

浜

i
戒
川
線
防
災
工
事

ほ
か
六
百
十
五
万
円
。
港
湾
費
。
都
市

計
画
費
百
六
十
万
円
。
交
通
安
全
対
策

費。
教
育
費
大
和
小
学
校
の
フ
L

一
/
ス

新
設
工
事
費
、
豊
茂
小
学
校
の
便
所
修

繕
費
、
長
浜
小
学
校
々
名
揮
ご
う
料
あ

わ
せ
で
一
二
内
六
十
九
万
七
千
円
。
学
校

医
報
酬
改
訂
に
よ
る
不
足
分
の
中
学
校

費
。
沖
浦
観
音
収
蔵
庫
改
修
補
助
金
。

災
害
復
旧
費
町
道
峯
ム
ァ
坊
線
ι
お
よ

び
第
二
横
絵
郷
橋
災
害
復
旧
工
事
の
追

加八万。選
挙
費
な
ど
補
正

一
般
会
計
専
決
処
分

総
務
費
六
月
一
+
卜
一
一
日
執
行
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
と
も
な
う
執

行
経
費
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
指
示
場
設

置
費
ほ
か
開
票
事
務
の
経
費
一
一
百
五
十

八
万
八
千
円
。

災
害
復
旧
費
町
道
峯
A
7
坊
線
と
第

一
一
一
横
松
郷
橋
の
復
旧
経
費
-
千
九
百
十

二
万
九
千
円
。
町
道
加
世
一

1
山
崎
線
の

応
急
工
事
お
よ
び
測
量
費
一
二
百
一
三
十
万

一
一
千
円
。

投
開
票
管
理
者
は
五

千
六
百
円
、
立
会
人

は
四
千
五
百
円

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
五
千
円

で
あ
っ
た
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、

選
挙
長
の
報
酬
額
が
い
ず
れ
も
五
千
六

百
円
に
、
こ
れ
ま
で
四
千
円
で
あ
っ
た

投
票
立
会
人
、
開
票
立
会
人
、
選
挙
立

会
人
の
報
酬
額
が
い
ず
れ
も
四
千
五
百

円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
新
築
資
金
貸
付

金
等
の
限
度
額
を
引

き
上
げ

「
長
浜
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条

例
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
新
築

資
金
貸
付
金
の
限
度
額
五
百
万
円
を
五

百
i
十
万
円
に
、
住
宅
改
修
資
金
の
限

w 
Hi 

!H 
!ii 
m 

山

般

質

問

口

吋
人
フ
回
の
議
会
で
は
、
小
川
儀
二
郎

一
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
漁
港
の
整
備
と
実

一
情
を
み
て
対
応

H

j

海

水

浴

場

l

E

小
川
議
員
・
:
長
浜
町
の
五
か
年
計

一
一
一
向
に
あ
る
海
水
浴
場
は
い
つ
、
ど
こ

一
一
の
場
所
へ
つ
く
る
の
か
。
ま
た
、
そ

慌
の
問
の
空
自
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

一
二
宮
町
長
:
現
在
、
漁
港
を
整
備

問
中
で
あ
り
、
本
年
度
南
護
岸
と
南
防

一
一
波
堤
を
延
長
す
れ
ば
、
砂
が
つ
い
て

国
く
る
と
思
う
の
で
、
場
所
に
つ
い
て

一
一
一
は
実
状
を
み
な
が
ら
対
応
し
て
ゆ
き

む
た
い
。
空
白
期
間
に
つ
い
て
は
須
沢

一
な
ど
を
、
ま
た
、
沖
浦
の
現
地
も
本

一
一
年
度
は
工
事
中
で
あ
る
が
、
来
年
度

一
一
一
は
工
事
も
終
了
し
、
砂
も
つ
い
て
く

一
一
る
と
忠
わ
れ
、
泳
げ
る
こ
と
に
な
る

日
と
思
う
。

一
一
総
合
病
院
は
今
後

一
一
一
の
問
題

一一
一

l
健
康
対
策
の
推
進
j

一
一
小
川
議
員
今
の
よ
う
に
医
療
器

一
一
一
具
が
進
歩
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
医
療

一
一
一
費
が
高
く
っ
き
、
住
民
の
負
担
が
増

一
一
え
て
い
く
の
で
、
病
人
を
だ
さ
な
い

一
一
運
動
|
一
歩
進
ん
だ
新
し
い
医
療
体

一
制
を
取
り
入
れ
て
ゆ
く
考
え
が
あ
る

一
一
か
。
ま
た
総
合
病
院
は
長
浜
町
に
必

明
要
な
の
か
?

一
二
宮
町
長
:
健
康
づ
く
り
推
進
協

母
議
会
を
つ
く
っ
て
、
医
者
に
か
か
る

前
に
医
者
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
健

康
な
体
。
つ
く
り
を
す
る
こ
と
に
つ
い
献

で
努
力
し
て
お
り
、
会
合
の
中
で
検
伊

討
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
総
合
病
一

院
は
今
後
の
問
題
と
し
て
考
え
て
ゆ
叩

き
た
い
o

一一

調
査
報
告
が
で
た
一

あ

と

で

検

討

一

z↑
 

j
青
島
の
観
光
開
発
j

野

小
川
議
員
・
青
島
を
温
泉
地
と
し
一
一

て
観
光
的
に
間
開
発
す
る
考
え
が
あ
る
か
。
日

二
宮
町
長
:
-
現
在
、
愛
大
の
村
上
一

教
授
に
調
査
を
依
頼
し
て
お
り
、
正
日

式
に
調
査
報
告
が
で
た
あ
と
で
検
討
一
一

し

た

い

。

ム

~

着
実
り
を
要
こ
青
、
中
一

守口日一一
/
f
u

ヌヲ
f
b
P
1
1
本
L

H

r
明
石
ソ
こ
カ
肋
刀
五

1
自

l

1

1

5

ー
大
型
庖
の
進
出
l

一一

小
川
議
員
二
一
一
l
目
の
丸
大
さ
ん
一

の
あ
と
へ
愛
媛
い
づ
み
が
出
屈
す
る
一

計
画
を
だ
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
告

は
ど
ん
な
指
導
を
す
る
の
か
。
一

二
宮
町
長
:
商
工
会
で
は
商
業
近
伊

代
化
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
売
場
面
一

積
を
縮
少
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
運
一
一

動
を
続
け
て
お
り
、
長
浜
町
の
商
業
団

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
真
剣
一

に
検
討
し
、
発
展
策
に
つ
い
て
積
極
一

的

に

協

力

し

た

い

。

一

一

強
い
要
請
が
あ
れ

ば
考
慮

ー
議
員
の
定
数
減
l

小
川
議
員
:
議
員
の
定
数
を
減
し
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国
土
調
査
に
と
も
な
い

豊
茂
の
「
小
字
」
を
廃
止

知

事

告

示

の

日

か

ら

マ

国

民

健

康

保

険

直

営

診

療

所

特

別

国

土

調

査

に

よ

り

新

し

い

地

籍

を

設

会

計

に

五

十

万

円

を

補

正

。

使

い

み

ち

定

す

る

こ

と

に

と

も

な

い

、

愛

媛

県

知

本

年

四

月

か

ら

あ

ら

た

に

過

疎

地

域

は

、

青

島

診

療

所

の

修

繕

費

。

事

が

告

示

す

る

白

か

ら

、

現

在

八

百

四

振

興

特

別

措

置

法

が

制

定

さ

れ

、

そ

れ

マ

簡

易

水

道

事

業

特

別

会

計

に

一

千

十

九

あ

る

大

字

豊

茂

地

区

内

の

「

小

字

」

に

基

き

、

五

十

五

年

度

か

ら

一

ム

卜

九

年

九

百

三

十

四

万

円

を

補

正

。

使

い

み

ち

を

全

部

廃

止

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

度

ま

で

の

五

か

年

計

画

が

定

め

ら

れ

、

マ

昭

和

五

十

四

年

度

の

水

道

事

業

会

は

、

大

屋

簡

易

水

道

事

業

費

、

青

島

筒

な
わ
、
他
地
区
も
菌
士
調
査
の
実
施
そ
の
内
容
は
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
設
及
び
福
祉
施
設
等
厚
生
施
設
の
整
備
、
計
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
易
水
道
淡
水
化
装
置
の
保
守
点
検
機
器

に
と
も
な
っ
て
廃
止
し
て
ゆ
く
計
画
で
教
育
文
化
施
設
の
整
備
、
生
活
環
境
施
医
療
の
確
保
、
産
業
の
振
興
、
集
落
の
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
資
材
の
入
替
え
経
費
な
ど
。

n
H
H
u
n
H
H
u
n
H
H
u
n
H
U
u
n
H
U
u
n
H
H
u
n
H
H
u
n
H
H
v
n川
u
u
n
H
H
υ
n
H
H
u
n
H
H
u
n川
川

u
n川
川

u
n
H
H
U
A川
口

υ
n
H
H
u
n川
川

υ
n川
川

U
円
川

U
n
H
H
υ
n
H
H
u
n
H
U
n
H
H
u
n
u
u
d
n
H
u
n
H
H
u
nけ
H
M
W
A
H
H
u
n
H
H
u
n
H
H
u
n
H川
υ
n
H
H
U
n
H
U
A
H
H
u
n
H
H
u
n
H
H
υ
n
H川
u
n川
H
u
n
H
H
u
n
H
H
u
n
H
U
u
n
H
H
u
n
H
u
u
n
H
H
u
n
H
H
u
v
n
H川
u
n
H
H
u
v
n
H
H
w
n川川町!

一

1
1
1
1
1
人
か
ら
「
花
を
幼
い
な
が
ら
も
脳
裏
に
焼
き
っ
き
、
中
学
生
こ
耳
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
パ
ラ
、
キ
キ
ョ
ウ
等
の
を
紹
介
し
て
み
ま
す
O

K

一
一
時
民
登
壇
一
ど
う
し
て
好
き
に
ろ
か
ら
山
草
採
り
に
凝
り
、
愛
媛
県
ド
の
山
々
が
開
花
し
、
希
望
す
る
人
に
お
分
け
す
る
よ
う
〔
出
石
寺
〕
四
国
カ

y

コ
ソ
ウ
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
、
一

C

『

l
I
H
-
-
H
H
H
U
H止
な
っ
た
の
で
す
か
」
を
ほ
と
ん
ど
踏
仮
し
ま
し
た
。
に
な
り
、
何
時
の
間
に
か
花
好
き
な
お
ま
わ
り
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
、
ク
モ
キ
リ
ソ
ウ
、
ェ
イ
ザ
ン
ス
に

中

と

よ

く

聞

か

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

が

、

そ

の

を

私

が

昭

和

五

十

三

年

四

月

、

長

さ

ん

と

言

R
E
E
fま
し

た

。

何

よ

ミ

レ

、

ヤ

ブ

レ

ガ

サ

。

一

己
理
由
は
簡
単
で
、
私
が
山
家
育
ち
で
あ
り
、
花
?
)
浜
町
に
着
任
し
て
間
も
な
く
、
警
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
花
を
通
じ
愛
好
家
で
〔
壷
神
山
〕
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
イ
ワ
タ
バ
コ

C

=
の
苦
吸
っ
て
成
長
し
た
か
ら
で
す
o

v

l

主
義
欝
警
F

あ
る
エ
ピ
、
不
の
水
口
主
ソ
パ
ナ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
o

c

一

昔

、

生

ま

れ

て

三

か

月

め

に

母

を

亡

く

し

、

湖

、

く

島

畿

鱒

鱒

欝

欝

F

敏

聴

き

ん

(

号

、

サ

ツ

叶

〔

鼻

欠

山

〕

ヤ

マ

ジ

ノ

ホ

ト

ト

ギ

ス

、

ィ

ワ

タ

パ

一

コ

白

父

夫

婦

の

も

と

に

引

き

取

ら

れ

た

の

で

す

が

、

道

、

つ

齢

必

子

懇

議

議

議

v

出

の

泉

伯

さ

ん

(

白

滝

)

、

ゴ

、

フ

ウ

ラ

ン

、

ミ

ヤ

マ

ウ

ズ

一

、

口

一

義

理

の

中

に

も

暖

か

い

愛

情

に

は

ぐ

く

ま

れ

、

川

町

一

一

υ
一

一

-

一

託

子

識

経

峨

献

ラ

ノ

の

昧

村

実

さ

ん

(

長

〔

宮

城

跡

〕

イ

ワ

タ

ハ

ゴ

フ

ウ

一

フ

/

、

ン

ヨ

一

一

わ

か

げ

で

義

理

と

人

情

の

大

切

な

こ

と

を

人

一

ば

い

舗

が

w付
一

九

叡

甑

饗

宗

臼

醸

浜

)

、

洋

一

7
A上
回
功
ウ
ジ
ヨ
ウ
パ
カ
マ
、
ホ
タ
ル
カ
ズ
ラ
o

中
倍
身
に
し
み
で
知
っ
た
の
で
す

o

当

時

養

母

は

つ

る

議

轟

鰻

欝

騒

鱒

議

腎

光

耕

一

一

さ

ん

(

白

滝

)

、

そ

の

エ

ビ

干

、

ン

ユ

ン

ラ

ン

は

い

た

る

と

こ

ろ

に

見

。

=
二
十
五
歳
と
い
う
若
さ
で
、
乳
を
欲
し
が
っ
て

2

1

J

↑

議

緩

欝

欝

議

?

育

ほ

か

書

き

き

れ

な

い

多

ら

れ

、

本

当

に

山

草

の

宝

庫

で

す

。

今

一

度

、

路

=

出
泣
き
ビ
ゃ
く
る
私
を
抱
い
て
路
傍
に
咲
い
て
ミ
し
日
，
察
と
い
う
い
か
め
し
い
雰
囲
気
を
く
の
人
達
と
自
然
と
知
り
合
い
に
な
り
、
花
の
傍
に
咲
い
て
い
る
花
を
見
直
し
て
下
さ
い
。
そ
し
山

一
る
霊
平
の
乳
)
の
花
を
摘
み
、
私
の
口
U

花
少
し
で
も
柔
ら
げ
、
住
民
主
し
ご
と
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
の
面
で
も
ご
指
導
を
て
花
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
少
し
工
夫
し
、
一

引
く
わ
え
さ
せ
、
そ
の
蜜
を
吸
わ
せ
て
く
れ
ま
し
ま
れ
る
派
出
所
に
し
よ
う
と
所
員
受
け
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
愛
情
が
あ
れ
ば
立
派
に
咲
き
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い

M

H

た
o

そ
の
時
、
腹
も
太
ら
ず
、
い
や
い
や
を
す
に
相
談
し
、
玄
関
脇
と
庭
で
花
造
り
を
始
め
、
花
友
達
で
あ
る
東
正
明
さ
ん
と
-
一
人
で
暇
々
に
運
動
で
、
更
に
明
る
い
町
に
し
た
い
も
の
で
す
。
一

日
る
私
と
い
っ
し
ょ
に
養
母
が
泣
い
て
い
た
の
が
今
で
は
四
季
を
通
ビ
、
金
せ
ん
花
、
ス
ミ
レ
、
採
取
し
た
高
山
植
物
、
山
草
の
う
ち
珍
し
い
も

C
l
o
u
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1』

度
額
二
百
五
十
万
円
を
-
一
百
七
十
万
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
橋
立
浜
地

医
道
路
新
設
工
事
二
か
所
を
、
八
千
三

百
四
十
万
円
、
五
千
百
万
円
、
ま
た
、

沖
浦
漁
港
改
修
工
事
は
四
千
二
百
六
十

万
円
、
い
ず
れ
も
大
洲
市
の
株
式
会
社

西
国
興
産
と
。
喜
多
灘
漁
港
改
修
工
事

は
、
五
千
七
百
十
万
円
で
長
浜
の
有
限

会
社
長
浜
建
設
と
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

橋
立
浜
道
路
新
設
等

請
負
契
約
四
件
承
認

次
の
通
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
事
業

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

計
u

ノ。
過
疎
地
域
振
興

五

か

年

計

画

議会・町民登壇一一

f土芸モさ云吾己E宅三三F己子_.-..-_......_.. 二_...._..云三三_...三F口円三F一一己主円安t三買十二三..-

考あ 要るで
慮りニ求田I
し、宮で政節
た住町あ を約
い民長るやで
。の:とっき
5宣言義思てる
い会うゆと
希 か が くこ
望らどのろ
カずのうカf は
あ要か時節
れ請。代約
lまも のす

に
切
り
換
え
る
た
め
の
目
標
は
五
割

を
突
破
し
て
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
晩

柑
類
も
温
州
み
か
ん
の
二
の
舞
に
な

る
と
い
う
こ
と
も
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
長
浜
町
の
計
画
は
根
本
的
に
矛

盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
・
:
柑
橘
を
基
幹
作
目
と

し
て
い
る
当
町
に
と
っ
て
影
響
は
大

き
い
が
、
農
業
は
適
地
適
産
が
原
則

で
あ
り
、
長
浜
町
で
は
雑
柑
は
少
い

の
で
高
接
ぎ
更
新
は
必
要
で
あ
る
。

危
険
分
散
の
た
め

高
接
は
必
要

ー
柑
橘
類
対
策
1

小
川
議
員
・
・
・
温
川
み
か
ん
を
雑
柑

整
備
な
ど
当
町
に
お
け
る
総
て
の
過
疎

地
域
振
興
計
画
で
す
。

手、

の

ほ

か
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九
月
十
五
日
は
、
敬
老
の
日
で
す
。

こ
の
日
は
多
年
に
わ
た
っ
て
社
会
の

た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
老
人
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
口
と
し
て
も

う
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
老

人
福
祉
週
間
と
定
め
、
全
国
各
地
で

多
彩
な
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

長
浜
町
で
も
、
各
地
区
で
数
老
会

を
開
催
し
、
多
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
長
寿
を
わ
祝
い
し
ま
す
。

各
地
区
の
お
年
寄
り
に
敬
労
の
日

に
寄
せ
て
と
い
う
こ
と
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

①
子
供
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
は

ひ

げ

つ

②
健
康
の
秘
訣
は

③
生
き
が
い
、
楽
し
み
は

④
一
番
想
い
出
の
深
い
こ
と
は

山崎チヨノさん

(仁久)

明
治
口
年
間
は
月
お
日
生

①
子
供
四
人
(
男
三
人
・
女
一
人
)

孫
十
一
人
(
男
五
人
・
女
六
人

②
好
き
き
ら
い
な
し
に
何
で
も
食
べ

た
り
、
町
内
を
散
歩
し
て
適
当
な
運

動
を
す
る
こ
と
。

③
宗
教
を
信
じ
て
生
き
る
こ
と
。

④
花
を
も
っ
て
役
場
を
た
ず
ね
た
り
、

娘
と
町
内
を
散
歩
し
た
こ
と
。

①
子
供
一
人
(
女
)
孫
一
人
(
男
)

②
毎
朝
長
浜
ま
で
散
歩
を
し
て
、
好

き
き
ら
い
な
く
何
で
も
食
べ
、
畑
の

草
と
り
な
ど
を
す
る
。
酒
は
飲
ま
な

、a
O

③
月
に
-
同
程
度
、
娘
や
孫
か
ら
子

紙
が
く
る
こ
と
。
老
齢
年
金
を
も
ら

う
こ
と
。

④
昔
、
川
で
う
な
ぎ
を
と
っ
た
こ
と
。

明
治
泣
年

1
月
却
日
生

①
子
供
二
人
(
男
一
人
・
女
一
人

孫
四
人

山下吉亀さん

(沖浦)

②
好
き
き
ら
い
な
し
に
食
べ
る
こ
と

労
を
し
な
い
こ
と
。

と
気
持
ち
を
明
る
く
も
っ
て
、
気
苦

③
子
供
や
孫
か
ら
話
を
き
い
た
り

テ
レ
ビ
を
み
る
こ
と
。

④
昔
、
か
さ
は
り
を
し
た
こ
と
。

明
治
お
年

7
月
U
日
生

高麗ムツエさん

(須沢)

明
治
泣
年
7
月
初
日
生

①
子
供
六
人
(
男
三
人
女
一
一
一
人

孫
卜
人

松本裕治さん

(出海)

②
朝
早
く
起
き
て
散
歩
を
し
、
好
き

き
ら
い
な
く
食
べ
、
酒
は
飲
ま
な
い
。

し
ム
口
う
こ
と
。

③
年
寄
り
が
五

1
六
人
集
ま
っ
て
話

っ
た
こ
と
。

④
老
人
ク
ラ
ブ
で
山
口
へ
旅
行
に
い

明
治
問
年
4
月
四
日
生

村上シヲさん

(櫛生)

①
子
供
八
人
(
男
四
人
・
女
四
人
)

孫
一
二
十
一
人

き
ら
い
な
し
に
食
べ
る
こ
と
。

②
気
持
ち
を
明
る
く
も
っ
て
、
好
き

い
っ
し
ょ
に
生
活
で
き
る
こ
と
。

③
子
供
や
孫
と
あ
っ
て
話
を
し
た
り
、

④
か
ん
む
り
が
さ
(
田
植
え
な
ど
の

時
使
う
)
を
作
っ
た
こ
と
。

①
子
供
十
人
、
孫
二
十
九
人
、
ひ
孫

十
三
人

②
食
事
は
腹
八
部
で
や
め
て
、
毎
朝

う
が
い
を
す
る
。

③
ご
い
を
飼
っ
た
り
、
花
を
つ
く
っ

た
り
、
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
み
る
こ
と
。

④
教
育
生
活
一

3

卜
八
年
間
で
最
初
の

赴
任
地
肱
川
の
教
え
r
丁
と
の
交
流
が

続
い
で
い
る
こ
と
。

明
治
お
年

7
月
日
日
生

亀田四郎さん

(豊茂)

①
子
供
五
人
、
孫
十
五
人
、
ひ
孫
十

九
人

②
疲
れ
た
と
思
っ
た
ら
横
に
な
っ
て

寝
て
、
疲
れ
が
と
れ
た
ら
ま
た
働
く

こ
と
。
何
で
も
食
べ
る
こ
と
。

③
時
代
劇
な
ど
の
テ
レ
ビ
を
み
る
こ

レし。
④
大
阪
、
京
都
に
住
ん
で
い
る
子
供

や
孫
に
合
う
こ
と
。

明
治
時
年

7
月
日
日
生

友濯テイさん

(上老松)
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明
治
目
年
日
月
日
日
生

一色健昔さん

(長浜)

①
チ
供
向
人
、
孫
十
人
、
ひ
孫
五
人
、

②
早
寝
早
起
き
し
、
規
則
正
し
い
生

活
を
お
く
る
。
毎
朝
梅
干
し
を
食
べ
、

夜
寝
る
前
に
塩
水
で
う
が
い
を
し
て
、

入
浴
は
か
か
さ
な
い
。

③
植
木
の
子
入
れ
や
新
聞
を
読
む
こ

レ心。
④
兵
隊
の
時
表
彰
を
う
け
た
こ
と
。

近
衛
兵
と
し
て
天
皇
の
お
と
も
が
で

き
た
こ
と
。

tま

詰

5 

開開閉回一端醐敬老のEに寄せて

明
治
幻
年
日
月
却
日
生

政所キクエさん

(黒田)

①
子
供
三
人
(
男
二
人
・
女
一
人
)

孫
十
人

②
好
き
き
ら
い
な
く
何
で
も
食
べ
る

こ
と
。
家
の
中
を
明
る
い
雰
囲
気
に

保
つ
こ
と
。

③
子
供
や
孫
と
あ
っ
て
話
し
合
う
こ

と
と
元
気
で
皆
ん
な
が
過
ご
せ
る
こ

と。④
昔
、
友
達
と
遊
ん
だ
こ
と
。

①
チ
供
六
人
、
孫
六
人
、
ひ
孫
六
人

②
若
い
時
に
相
撲
な
ど
よ
く
運
動
を

し
て
い
た
。
酒
、
タ
バ
ゴ
は
や
ら
ず

に
食
事
は
定
刻
に
す
る
こ
と
。
病
気

な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
日
頃
気
を
つ

け
る
こ
と
。

③
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
み
る
こ
と
。

④
若
い
時
、
愛
媛
相
撲
大
会
で
優
勝

し
た
こ
と
(
し
こ
名
は
若
浜
)

明
治
お
年
5
月
幻
自
生

山下見芳さん

(柴)

②
何
ん
で
も
食
べ
て
、
よ
く
働
き
、

①
子
供
一
人
、
孫

P

一
入
、
ひ
孫
一
人

お
く
る
こ
と
。

く
よ
く
よ
し
な
い
で
感
謝
の
毎
日
を

③
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
明
る
く
、
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
。

の
大
水
の
こ
と
な
ど
。

④
戦
後
の
食
糧
難
ゃ
、
昭
和
十
八
年

明
治
日
年
6
月
1
日
生

上田フキノさん

(白 j竜)

明
治
部
年
5
月
2
日
生

後藤岩太離さ λ
(今坊)

①
子
供
七
人
、
孫
十
五
人
(
男
十
人
、

女
五
人

②
早
起
き
す
る
こ
と
。
酒
は
少
々
飲

む
が
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。

よ
ど
な
る
こ
と
。

③
家
の
中
を
明
る
く
し
、
世
の
中
が

④
戦
争
中
、
配
給
な
ど
で
食
糧
を
も

ら
っ
た
こ
と
。明

治
お
年
間
月
刊
日
生

んしベ
Cユ

劃
フコ

青
井

(
石

①
ナ
供
一
人
、
孫
一
人
、
ひ
孫
一
人

よ
く
食
べ
る
こ
と
。

②
好
き
き
ら
い
な
く
、
特
に
野
菜
を

③
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
み
た
り
、
東
京

に
住
ん
で
い
る
孫
の
顔
を
み
る
こ
と
。

④
青
島
に
電
気
が
導
入
さ
れ
、
テ
レ

ピ
、
が
み
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と

水
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

お
年
寄
り
の
た
め
の

福
祉
制
度
の
あ
ら
ま
し

近
年
、
人
口
の
老
齢
化
、
核
家
族

化
の
進
行
に
よ
り
老
人
福
祉
の
問
題

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
の
制
度
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

品
開
老
人
医
療
費
の
公
費
負
担

七
十
歳
以
上
(
ね
た
き
り
老
人
等

は
六
十
五
歳
以
上
六
十
九
歳
ま
で
。

国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金

受
給
者
一
級
か
ら
二
級
、
身
体
障
害

子
帳
を
受
け
で
い
る
人
は
障
害
の
程

度
が
一
級
か
ら
三
級
お
よ
び
四
級
の

一
部
)
の
人
が
医
療
機
関
で
医
療
を

う
け
た
場
合
の
自
己
負
担
分
を
公
費

で
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
人
の

健
康
管
理
と
医
療
費
の
負
担
を
軽
減

し
て
い
く
制
度
で
す
。

品
開
老
人
の
健
康
診
査

老
人
の
健
康
主
寸
る
た
め
、
成
人
病

検
診
等
と
合
わ
せ
て
疾
病
の
予
防
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
で
き
る
よ
う
各

地
区
で
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
が
指
定
し
て
い
る
町
内
の
業
者

で
あ
ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
を
す
る
場
合

一
同
に
つ
き
三
百
円
町
が
補
助
し
ま
す
。

大
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
事
業

暖
か
い
家
庭
マ
つ
く
り
を
進
め
、
老

人
と
そ
の
家
族
の
同
居
を
促
進
す
る

こ
と
を
図
る
事
業
で
す
。

品
開
家
庭
奉
仕
員
設
置
事
業

六
十
五
歳
以
上
の
独
居
老
人
、
ね

た
き
り
老
人
で
、
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
り
、
介
護
者
の
得
ら

れ
な
い
老
人
に
対
し
て
、
希
望
に
よ

り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1

を
派
遣
し
て
身

の
ま
わ
り
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

女
老
人
家
庭
相
談
員
設
置
事
業

独
居
老
人
の
生
活
、
身
ト
し
な
ど
の
相

談
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
く
老
人
家
庭
相
談
員
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

品開ホ

i
ム
サ
イ
レ
ン
の
貸
与
事
業

六
ト
一
立
歳
以
上
の
独
居
老
人
に
つ
い

て
不
測
の
災
害
防
止
対
策
の
た
め
、
希

望
者
に
は
ホ
ー
ム
サ
イ
レ
ン
を
と
り
つ

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

女
ね
た
き
り
老
人
短
期
収
容
事
業

ね
た
き
り
老
人
等
の
介
護
者
が
一
時

的
な
病
気
の
た
め
介
護
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
ね
た
き
り
老
人
を
一
時
的
に

(
原
則
と
し
で
七
日
間
)
施
設
に
保
護

す
る
事
業
で
負
担
金
は
必
要
で
す
。

品
開
老
人
福
祉
遇
聞
事
業

敬
老
会
を
行
う
場
合
、
七
十
歳
以
上

の
方
の
経
費
は
町
が
一
部
二
人
千
七

百
円
)
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
米
寿
者
、
百
歳
以
上
の
方
に

は
祝
口
聞
を
、
ね
た
き
り
老
人
に
は
見
舞

品
を
お
く
り
ま
す
。

女
老
人
福
祉
手
帳
交
付
事
業

六
十
一
立
歳
に
達
し
た
老
人
に
、
県
で

作
成
し
た
敬
老
手
帳
を
交
付
し
ま
す

0

4

問
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

老
人
が
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
町
内
二
十
一
の
老

人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
教
養
の
向
上
、

健
康
の
増
進
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
社
会
と
の
交
流
等
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

成
の
た
め
援
助
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
と
く
に
在
宅
老
人
福
祉
対
策

事
業
を
地
域
の
特
性
に
応
ビ
て
、
老
人

健
康
教
育
、
老
人
ス
ポ
ー
ツ
、
郷
土
食

伝
承
活
動
事
業
、
芸
能
活
動
事
業
等
を

実
施
す
る
計
画
で
す
。
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国
勢
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

十
月

十
月
一
日
は
全
固
い
っ
せ
い
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
わ
が
国
で
最
初

の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
で
す
か
ら
、

今
回
の
調
査
は
第
十
三
回
目
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
み
な
さ
ん
の
明

る
い
暮
ら
し
と
住
み
よ
い
町
ゃ
つ
く
り
の

た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
進
め
て
い

く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。

み
な
さ
ん
の
わ
宅
に
調
査
員
の
方
が
調

査
票
の
記
入
を
わ
願
い
に
あ
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
の
ね
ら
い

国勢調査

国
勢
調
査
は
、
我
が
国
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
、
全
国

都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
人
口
や
世
帯

数
、
年
齢
別
、
職
業
別
な
ど
の
人
口
の

構
成
や
世
帯
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
、

国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
県
お

よ
び
市
区
町
村
の
地
域
社
会
に
直
結
す

る
行
政
に
役
立
つ
資
料
を
得
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

最
近
、
人
口
の
老
齢
化
や
世
帯
の
核

家
族
化
に
伴
う
社
会
福
祉
対
策
な
ど
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
、
人
口
や
世
帯
に

つ
い
て
の
き
め
こ
ま
か
い
統
計
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
回
の
調
査
は
、
高
齢
者
の
就
業
や
居

住
の
状
況
、

U
タ

l
ン、

J
タ

l
ン
現

象
と
い
わ
れ
て
い
る
大
都
市
か
ら
地
方

日
現
寵
で

へ
の
人
口
移
動
の
実
態
等
を
明
ら
か
に

し
、
ま
た
「
地
方
の
時
代
」
と
呼
ば
れ

る
す
う
勢
に
合
わ
せ
て
、
各
市
町
村
単

位
で
も
利
用
で
き
る
統
計
資
料
と
し
、

国
際
連
合
の
す
す
め
で
世
界
各
国
が
参

加
す
る
「
一
九
八

O
年
世
界
人
口
・
住

宅
セ
ン
サ
ス
計
画
」
の
一
環
と
し
て
行

う
、
国
際
的
に
も
重
要
な
調
査
に
な
り

ま
す
。調

査

の

対

象

国
勢
調
査
は
国
内
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
の
人

が
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
世
帯
ご

と
に
ま
と
め
て
調
査
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
般
の
外
国
人
も
調
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
し
、
生
ま
れ
た
ば

か
り
で
名
前
の
つ
い
て
い
な
い
赤
ち
ゃ

ん
、
旅
行
な
ど
で
留
守
に
し
て
い
る
万

な
ど
も
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

調
査
の
し
く
み

調
査
は
次
の
流
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。

総
理
府
統
計
局
|
都
道
府
県
市
区

町
村
国
勢
調
査
指
導
員
!
国
勢
調
査

員
l
各
世
帯

実
施
の
調
査
活
動
は
市
区
町
村
長
の

推
薦
に
よ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命

し
た
国
勢
調
査
員
が
行
い
ま
す
。

調
査
の
仕
方
は
次
の
通
り
で
す
。

当
町
を
九
十
八
調
査
区
に
分
け
九
十

六
人
の
調
査
員
が
調
査
し
ま
す
。

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

間
に
、
各
世
帯
に
「
調
査
票
」
を
配
り
、

記
入
方
法
を
説
明
し
、
調
査
票
の
記
入

を
依
頼
し
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
に
、

も
う
一
度
、
各
世
菩
を
訪
問
し
、
調
査

票
に
記
入
も
れ
が
な
い
か
検
査
し
て
調

査
票
を
集
め
ま
す
。

各
世
帯
で
記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
、

町
1

県
を
通
じ
て
総
理
府
統
計
局
に
集

め
ら
れ
、
集
計
が
行
わ
れ
ま
す
。

結

果

の

利

用

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
園
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
の
行
政
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
の
を
は
じ
め
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ

な
計
画
等
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
の
取
扱
い

今
回
の
調
査
票
の
記
入
方
法
は
、
ほ

と
ん
ど
が
マ
ス
目
に
黒
鉛
筆
で
線
を
入

れ
る
「
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
し
で
す
。

こ
れ
を
、
光
学
式
マ

l
ク
読
み
取
り
装

置
に
か
け
て
電
子
計
算
機
で
集
計
し
ま

す
の
で
そ
の
取
扱
い
や
記
入
に
あ
た
っ

て
は
次
の
よ
う
な
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

0
調
査
票
は
汚
し
た
り
、

折
っ
た
り
、
丸
め
た
り

し
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

。
調
査
票
は
必
ず
黒
鉛
筆

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
配裏

秘
密
の
保
護
内十品

国
勢
調
査
に
か
ぎ
ら
ず
、

各
種
の
統
計
調
査
の
結
果
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
調
査
票
に
は
あ
り

の
ま
ま
を
正
確
に
記
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

申
告
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
統
計
を
つ

く
る
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
目

的
に
使
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
調
査
員
が
知
り
え
た
個
人
的

な
こ
と
が
ら
を
他
に
も
ら
す
こ
と
も
、

統
計
法
の
規
定
に
よ
っ
て
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

昭和55年国勢調査・愛媛県人口懸賞募集中ゲ

しめ切り 10月 1日(当日消印有効)

①募集内容=昭和55年10月 1日国勢調査による

愛媛県の人口概数②応募方法一 1人 1枚・官製は

がきで、左の通り③賞金および賞品一(例一 1等

30，000円)④応募先ー松山市一番町4丁目4番地 2

.愛媛県調整振興部統計調査課人口懸賞募集係⑤

当選発表=55年11月報道機関で発表⑥参考ー40年

1，446，384人・45年1，418，124人・50年1，465，215人。

。

昭和55年10月 1日の愛
媛県の人口概数

(アラピヤ数字)

0000000人
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〈
今
後
の
教
育
目
標
〉

本
年
度
の
教
育
目
標
と
し
て
「
明
る

く
健
康
で
豊
か
な
知
性
と
強
い
意
志
力

の
あ
る
子
」
の
育
成
を
考
え
て
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
と
の
連
携
に
お
い
て
進
め

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、
二

学
期
、
二
三
子
期
で
一
一
層
具
現
に
向
か
っ

て
努
力
し
た
い
。
こ
の
目
標
達
成
の
根

底
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

見
つ
め
る
事
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
た

め
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
い

っ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
言
動
が
あ
り
、

心
情
の
変
化
が
あ
り
、
反
応
が
み
ら
れ

た
か
を
確
か
め
、
そ
の
場
で
の
指
導
や

記
録
に
よ
っ
て
事
実
の
把
握
を
し
、
事

後
指
導
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
「
ゆ
と
り
と
充
実
」
の
中
で
、

学
校
で
の
創
意
工
夫
に
よ
る
大
そ
う
ピ

大
会
、
お
笑
い
大
会
、
お
と
し
よ
り
と

語
る
会
等
の
活
動
も
含
め
な
が
ら
教
育

目
標
に
迫
り
た
い
。

ファイヤーストームの集い

月
ク
リ
ー
ン
長
浜
u

運
動

「
出

L附l

〈
沿
革
〉

明
治
八
年
に
泉
小
学
校
と
し
て
創

立
、
同
二
十
一
年
出
海
小
学
校
と
改

称
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭

和
四
十
九
年
に
は
創
立
百
周
年
記
念

式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
現
在
の

校
舎
は
昭
和
二
十
三
年
に
成
り
、
こ

れ
ま
で
幾
多
の
人
材
を
輩
出
し
て
来

た
。
児
童
数
の
最
も
多
か
っ
た
の
は

昭
和
三
十
-
一
年
度
の
二
百
三
十
七
人

で
、
現
在
は
六
十
八
人
と
な
り
、
時

代
の
変
遷
を
し
の
ば
せ
る
。

〈
校
風
〉

海
岸
の
子
に
似
合
わ
ず
お
と
な
し

く
、
素
直
で
、
清
掃
、
奉
仕
作
業
に

熱
心
で
、
動
植
物
の
飼
育
栽
培
等
世

話
を
よ
く
し
、
や
さ
し
い

心
情
の
持
ち
主
が
多
い
。

反
面
、
積
極
性
、
自
主
併

に
欠
け
、
気
の
弱
い
と
こ

ろ
が
見
ら
れ
る
。

〈
児
童
に
つ
い
て
〉

小
規
模
校
で
、
一
人
ひ

と
り
に
指
導
の
手
が
届
く

た
め
か
、
学
習
面
で
の
意

欲
は
高
く
λ

子
力
差
は
少
い
。

国
語
の
読
み
方
、
全
校
音

楽
で
は
張
り
の
あ
る
す
ば

ら
し
い
声
を
響
か
せ
て
い

る
。
今
一
歩
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
の
は
発
表
力
だ
と

田

P
7
0

ス
ポ
ー
ツ
を
好
み
、
進
ん

で
参
加
し
熱
心
に
や
る
の

で
、
好
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。

!) 

」与~ø

交
通
茶
屋
を
開
設

長
浜
音
頭
踊
り
大
会

大
洲
地
区
安

全
協
会
長
浜
支

部
で
は
、
七
月

二
十
一
日
午
後

二
時
か
ら
同
時

ま
で
、
満
野
大

商
庖
前
で
、
夏

の
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し

て
、
交
通
茶
屋

を
開
設
。
約
二

十
人
の
会
員
が

参
加
し
て
清
涼

飲
料
水
、
チ
ラ

シ
を
配
布
、
事

故
防
止
を
呼
び

カ
け
た
。

七
月
二
十
六

日
、
夜
市
行
事

の
一
環
と
し
て

長
浜
音
頭
踊
り

大
会
が
、
あ
い

に
く
の
雨
で
会

場
を
体
育
館
に

移
し
て
開
催
さ

れ
、
約
三
斤
八

卜
人
が
参
加
。

婦
人
会
、
銀
行

団
、
役
場
な
ど

十
五
連
が
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
凝

ら
し
て
踊
り
を

競
い
合
っ
た
。

口口口口口口口口口口口口口口口[

ルポ。学校めぐり

一守
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七
月
七
日
、
町

体
育
館
で
母
子
健

康
推
進
員
定
例
会

が
聞
か
れ
、
大
洲

保
健
所
歯
科
衛
生

師
の
河
村
孝
代
さ

ん
を
講
師
に
迎
え

て
か
赤
ち
ゃ
ん
と

ム
シ
歯
々
と
い
う

こ
と
で
ス
ラ
イ
ド

を
ま
じ
え
な
が
ら

講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
粛
の
は
え

そ
ろ
わ
な
い
赤
ち

ゃ
ん
も
ミ
ル
ケ
や

母
乳
の
与
え
方
に

よ
っ
で
は
ム
シ
歯

間

e
・e・81
e
A
'
e
e
e
4
e
e
e
t
'
e

・41
9
4
1
e
4
e
:
4
1
e
4
8
9
9
4
0
1
A
w
j
e
A
1
1
4
1リ

0
4
0
3
4
1
e
A
v
e
e
e
a
v
e
-
4
1
e
i
-
-
e
4
e
1
1
4
9
;
h
v静

一
あ
な
た
の
身
長
、
体
重
は
い
く
ら
に
な
る
と
男
性
を
は
る
か
に

k
ま
わ
っ
の
体
重
、
つ
ま
り
男
何
で
は
つ
十
五
一

一

で

す

か

。

肥

満

傾

向

で

は

あ

り

ま

せ

て

い

る

そ

う

で

す

。

歳

頃

、

女

性

で

は

A

一
ト
ー
歳
頃
の
体
重
一

一

ん

か

。

体

内

脂

肪

は

食

物

中

の

脂

肪

分

か

ら

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

数

字

で

現

わ

叶

…
こ
こ
数
年
、
わ
が
国
で
も
肥
満
者
だ
け
で
な
く
、
糖
質
や
時
に
よ
っ
て
は
す
と
ブ
ロ
ー
カ
ー
指
数
で
は
一
一

O

…

一
が
増
加
し
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
蛋
白
質
か
ら
も
つ
ぐ
ら
れ
ま
す
。
工
、
不
以
上
を
肥
満
傾
向
、
-
一

-
O以
と
を
一

一
肥
満
と
は
、
身
体
に
余
分
な
脂
肪
分
ル
ギ

i
源
と
し
て
使
用
さ
れ
る
以
上
に
、
肥
満
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
…

…
が
蓄
積
さ
れ
た
状
態
を
い
い
、
そ
の
摂
取
し
た
糖
分
は
体
内
で
脂
肪
に
変
と
に
か
く
、
肥
満
は
余
分
な
荷
物
一

吋

原

因

と

し

て

、

ま

ず

過

食

と

運

動

へ

ト

を

い

つ

も

背

負

っ

て

い

る

わ

け

で

一

一

不

足

が

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

開

U
出

珂

レ

一

」

苅

J

ゴ

一

叫

す

か

ら

、

心

臓

や

足

の

関

節

一

一

日

本

の

男

女

の

肥

満

を

比

べ

て

日

D
-訂
け

、

く

午

引

け

主

百

/

な

ど

に

負

担

が

か

か

り

ゃ

す

も

一

…

み

る

と

、

男

性

で

は

二

十

歳

に

な

本

霊

期

宣

む

開

講

ノ

¥

動

脈

硬

化

、

高

血

圧

、

前

骨

一

る

と

十

数

%

の

人

が

肥

満

ま

た

は

ム

ド

霊

st英司
{

司

副

室

糖

尿

病

な

ど

万

病

の

も

と

に

噌

…

一

肥

満

傾

向

に

あ

る

が

、

年

齢

と

と

も

寺

り

ま

す

o

川

一

一

に

増

加

す

る

と

い

う

傾

向

に

は

な

い

肥

満

に

な

コ

て

か

ら

減

畳

の

れ

一

…

そ

う

で

す

。

一

方

た

め

の

食

事

制

限

は

ひ

じ

よ

う

川

一

一

女

性

の

場

合

に

は

、

に

つ

ら

い

も

の

で

す

。

時

々

は

」

一

一

三

十

歳

代

、

四

十

体

重

を

測

っ

て

調

節

す

る

よ

う

川

…

一

歳

代

と

な

る

に

し

に

し

て

ド

さ

い

o

あ

申

L

9

0

 

…

た

が

い

肥

満

が

増

(

保

健

婦

・

原

間

)

る

.

¥
 

骨

加

し

、

三

ト

歳

代

ヘルスアイ・手ムの赤ちゃん

~母子健藤推進員定例会~

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
正
し
い
段
乳
の

し
か
た
や
断
乳
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
話
に
推
進
員
の
方
も
耳
を
か
た

む
け
て
い
ま
し
た
。

化
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て

脂
肪
を
摂
取
し
な
く
て
も
穀
類
や
イ
モ

類
、
砂
糖
な
ど
を
た
く
さ
ん
炭
取
し
で

も
肥
満
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

で
は
、
い
っ
た
い
理
想
的
な
体
重
と

は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
子
供
の

頃
か
ら
太
っ
て
い
た
人
は
別
と
し
て
、

成
長
を
終
え
て
肉
体
的
に
完
成
し
た
頃

談安 9月は身体障害者璽用促進月間 心
に で 身公
応は ら援め主あ方 と推そをけ障共
ビ就まれ護に、たを心と進の篠る害職
て職/こで市11 各 陣 つ 雇 身 し し 雇 保 十 者業
い、、い度種害て用障でて用す分の安
ま雇大まがの主 Irす害いい促るな社 定
す用洲す設雇の事る者まく進た統会所
。の職。け用た業にのすこをめ合に で
宇目 。 、 jコ は

事業主と皆さんのご協力を

事ムの罫ちゃん
③ 女

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時

の
ご
主
人
の
第
一
声
は
・
:
「
ご

苦
労
さ
ん
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た
」

女
名
前
は
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
で
つ

け
ま
し
た
か
・
・
・
健
康
に
恵
ま
れ
て
、

活
発
で
機
智
に
富
む
よ
う
に
理
枝
子

と
つ
け
ま
し
た
。

安
出
産
の
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
:

陣
痛
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
て
入
院
し

た
の
に
生
ま
れ
た
の
は
一
日
後
、
夜

中
に
生
ま
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い

た
の
に
鐘
灘
麟
韓
議
関
輔
饗
繁
一
番

朝
に
な
鱗
融
構
麟
機
購
繍
纏
弘
一

り
、
経
織
機
滋
鋭
機
機

¥γ

済
的
に
議
了
、
藤
欝
繍
端
正

一h
a
一
引
川
一
引
緩
磁
繍
揚
礎
樋
山
J

中

L

m

u

J

京
以
ケ

生
ま
れ
一
〉
〈
輯
一

M
K

が
み
ら

Jvi竹
山
二
一

で
親
予
ふ
い
山
台
、
idlyJ

F
1
泌
総
認
筆
書
マ
掛
川
町
ム
W

一一色一総一
D

U

行
な
子
一
点
二
一
議
総
鮫
(
叫
川
、

供
だ
ね
プ
一
一

Z
J
K
T
-一
)
一

え
と
呈
一
口
伊
山
詳
し
側
ベ

4~よ
齢
ソ
~

わ
れ
ま
鰯
鱗
鞍
欝
マ
一
ぷ
繰
鱗
灘
鱗
縦
一
6

湖

滋

様

関

誌

築

総

滋

怒

滋

邸

内

ど

療

薬

持

綴

臨

濃

様

r/一戸発

し
た
。
織
騒
轍
麟
欝
較
畿
、

JV¥AMWご
み

ム
用
い
ま
ど
ん
な
仕
草
を
し
ま
す
か
:
・

八
か
月
で
「
パ
ン
ザ
イ
」
と
言
う
と

両
子
を
上
に
あ
げ
、
「
チ
ョ
ィ
、
チ
ヨ

ィ
、
チ
ョ
イ
」
と
子
を
う
っ
た
り
「
、
不

一
l
」
と
言
っ
て
首
を
か
し
げ
た
り

し
ま
す
。

安
ご
主
人
の
子
ぼ
ん
の
う
ぷ
り
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
・
:
昼
寝
し
た
り
、

夜
ね
て
い
た
り
す
る
と
す
ぐ
お
こ
し
、

ら
帰
る
と
す
ぐ
r
丁
供
の
と
こ

っ
て
だ
っ
こ
し
た
り
、
ほ
ほ

に
キ
ス
し
た
り
し
ま
す
。

安
ど
ん
な
子
供
に
育
て
た
い
で
す
か

;
・
健
康
で
す
な
わ
な
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
。

品
開
あ
な
た
流
の
育
児
の
し
方
に
つ
い

て
:
・
今
は
ま
だ
小
き
い
の
で
横
で
な

が
め
て
い
ま
す
が
、
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
し
つ
け
だ
け
は
ち
ゃ
ん
と
し

つ
け
、
し
ん
ぼ
う
と
い
う
も
の
も
わ

か
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

品
開
母
乳
、
そ
れ
と
も
人
工
授
乳
で
す

か
:
一
-
一
か
月
ま
で
は
ミ
ル
ク
と
母
乳

の
混
合
、

A
7
は
母
乳
と
離
乳
食
を
与

え
て
い
ま
す
。

品
開
初
め
て
マ
マ
に
な
っ
た
実
感
が
わ

い
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
す
か
・
:

初
め
て
心
音
を

聞
い
た
時
と
お

腹
の
中
で
動
き

出
し
た
時
。

女
子
供
が
生
ま

れ
て
、
ご
主
人

が
変
わ
っ
た
点

は
・
-
-
今
ま
で
よ

り
帰
宅
が
早
く

な

り

お

も

ち

ゃ
な
ど
も
買
っ

豊田理枝子ちゃん
(昭和54年11月29日生まれ)

て
帰
り
ま
す
。

女
つ
ぎ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
計
画
は
:
・
三

人
ぐ
ら
い
、
ぜ
ひ
男
の
チ
を
/

品
開
ご
主
人
の
パ
パ
に
な
っ
た
弁
・
:
自

分
の
子
供
が
や
っ
て
き
て
、
親
の
苦

労
ゃ
あ
り
が
た
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ

て
い
ま
す
。
子
の
親
と
し
て
責
任
を

も
ち
、
仕
事
に
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

パ
パ
:
:
:
豊
田
芳
弘
さ
ん
(
出
海
)

マ
マ
:
:
:
豊
田
寿
子
さ
ん
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⑦ 

摘

麗)
jだ
{よ

「
郵
便
受
箱
」

を
つ
け
よ
う

お知らせ市m

配
達
さ
れ
た
郵
便
物
か
、
ぬ
れ
た
玄

関
に
京
九
で
よ
ご
れ
た
り
す
る
こ
ル
一
が

あ
り
ま
す
い
乙
の
よ
う
な
テ
一
と
ふ
什
閉
止

す
る
た
め
、
郵
一
問
一
文
箱
を
つ
け
ま
し
ょ

v
J
。

顔ふご -------~ 箱
とみす/ ¥ 替安刊にはこ {土ま
声の 広 /留守のときでも 1 草族おもご cO;た

思日 n/ re遼ができるl_，/ 記入 f0 ~\o 五二
に l二| 臨時，、--/ す

浮わと!安全です。/一、謝輯 修 で
かび宇， ¥ (総事益段遍監 理 に
べてそ\__~ ¥髄¥バ麟 しっ
てーう 世11;は 「守罵広ニニ譲鍾畿議運 ご l十
青警去標準桝11;' 騨 線鶴鞠鱗郵聞と:

eμ 〉

手 Jt文くでんj長は必てん!箱 まる
紙さ化どあ、の浜、要い子は垂~し郵

た のき 51<窓郵伊なま扱郵便)i更
を灯いめ口イ更]平方， '1 っ何受う受。

10時~10時40分

11時寸l時40分

あなたも愛の献血を

骨血草巡囲のお矧らせ

< 9月11日〉

(出海公民館〕

[農協櫛生支所〕

一ども、老人を事故から守ろう

秋め交通安全運動 9月21自~色月30自

九
月
一
一

1

一
円
か
ら

九
片
手
一
一
卜

H
ま
で
の
卜

日
間
、
全
国
げ
い
つ
ぜ
い

に
釈
の
交
通
安
ノ
上
運
動

か
行
わ
れ
ま
す
υ

こ
の

k
Xし
の
運
動
は
、
今
年

に
入
一
っ
て
か
ら
の
交
通

死
亡
事
的
は
秘
め
て
憂

慮ト
9

ベ
き
紋
況
に
あ
る

た
め
、
無
謀
運
転
の
防

止
、
老
人
と
子
供
の
交

通
事
故
防
止
、
臼
転
車

及
び
原
動
機
付
自
転
車
mw
安
全
一
利
則
の

促
進
が
重
I
L
-
-
1
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
協
力
で
交
通
事
故
を
未
然

じ
ふ
せ
ぎ
明
る
け
ん
家
庭
、
明
る
け
町
を

つ
く
り
ι
め
げ
た
い
も
の
で
す
。

13時~15日手〔長浜町体育餅7

こ
の
あ
と
規

約
案
、
役
員
等

の
審
議
に

7
つ

り
、
会
長
に
ぷ

岡
善
作
氏
が
選
出
さ
J

れ
ま
し
た
。

ま
た
「
消
費
行
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
z
前
官
街
の
近
代
化
並
び
に
体
質

改
存
を
し
、
商
業
後
継
者
の
育
成
、
凶

結
力
の
強
化
、
大
資
本
に
よ
る
圧
迫
を

排
除
す
る
し
と
大
会
宣
言
を
保
択
し
ょ

し
た
。こ

の
あ
と
、
県
議
山
街
近
代
化
協
議

会
連
合
会
平
松
奈
-
一
会
長
の
「
大
白
法

の
効
果
的
運
用
と
い
う
テ

1
7
で
講

泌
が
あ
り
ま
し
た
。

出
自
計
画
し
て
い
る

F

長
緩
い
ヅ
み
μ

は
、
本
町
一
一
丁
目
に
鉄
筋
ゴ
、
J

ケ
リ

ト
二
晴
建
て
、
面
積
下
目
百
八
十
六
平

方
メ
ー
ト
ル
の
長
浜
庖
を
建
設
、
今
年

十
二
月
一
日
を
胤
席
予
定
に
、
食
品
、

商
業
近
代
化
協
議
会
を
設
立

小
売
業
者
の
体
質
改
善
を

y

仁
丹
一
一
十
三
日
、
午
後
一
時
半
か
ら

件
育
法
に
h

ね
い
で
ス
ー
パ
ー
愛
媛
い

づ
み
」
(
本
社
八
幡
浜
市
下
山
進
出
計

画
に
対
処
す
る
た
め
、
商
業
近
代
化
協

議
会
を
設
立
、
小
売
商
仇
、
王
ら
七
十
八

人
が
出
席
し

f

「
ス
|
パ
|
門
変
，
瓦
足
緩
川
い
い
つ
み
」
の
進
出
仁

対対
dL
で
、
小
売
業
者
は
い
か
に
対
応
す

る
の
が
。
当
町
に
お
い
て
も
、
不
況
の

波
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
て
お
り
、
ト
ヘ
型
信

の
進
出
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
零
細
な

小
売
業
者
を
守
る
た
め
)
も
、
小
売
業

者
も
近
代
化
立
川
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
立
人
ノ
?
」
そ
「
商
業

右
は
団
結
し
よ
7
一
と
危
機
意
識
を
前

面
に
押
し
出

L
た
総
会
と
な
り
ま

L
た。

家
を
新
築
し
た
り

こ
わ
し
た
ら
届
け
出
を

最
近
、
冷
一
庄
の
新
築
、
増
築
、
改
築

な
と
か
非
常
に
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ニ
れ
と
同
時
に
家
出
を
二
わ
し
た

ま
ま
の
方
も
数
多
い
!
と
忠
い
ま
L
9
0

こ
わ
)
七
主
ま
で
、
届
け
出
を
行
わ

な
い
と
余
分
の
説
全
を
納
め
る
こ
y

↑が

あ
灼
ま
す
。
ま
そ
周
け
中
山
を
さ
れ
て
け

会
い
方
は
、
税
は
い
諜
ま
た
は
連
絡
所
へ

届
け
出
を
し
ご
く
だ
さ
い
。
新
築
に
つ

け
て

U
昭
和
瓦
十
五
年
一
月
今
一
円
以
降

施
工
に
か
か
る
も
の
で
山
和
丘
十
六
年

一
月
一
れ
ま
で
に
完
成
ま
た
は
見
込
み

の
家
屋
で

1

詳
し
い
こ
と
は
税
務
課
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

犬
を
正
し
く
飼
育
し
て
い
た

だ
き
、
犬
に
よ
る
危
害
な
ど
合

ウ
く
す
た
め
「
飼
い
犬
の
一
ま

い
運
動
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

犬
は
、
放
さ
な
い

O
犬
川
、
い
つ
も
つ
な
げ
で
飼

つ
ご
く
だ
さ
い
。

心
運
動
企
さ
せ
る
と
き
も
犬
を

と
き
放
V

)

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

犬
は
、
捨
て
な
い

の
け
ら
な
く
な
っ
た
犬
は
最
寄

り
の
市
町
村
役
以
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
は
¥

迷
惑
を
か
付
な
い

C
犬
の
し
つ
け
を
正
し
く
o

。
犬
小
里
は
、
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
レ

よ
弓
ノ
。

リ
↑
へ
の
「
フ
ン
」
で
道
路
や
心
閑
な
ど

表
汚
さ
な
け
で
く
だ
さ
い
。

い運動鋼い犬の3

雑
貨
、
衣
料
品
を
中
心
に
し
て
、
年
商

売
上
村
七
億
円
を
め
ざ
し
て
け
ま
す
。

松
岡
公
長
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次

の
よ

7
に
語
っ
て
い
ま
す
c

「
た
ド
に
出

自
阻
止
を
呼
ぶ
ば
か
り
で
は
な
く
、
げ
い

か
に
受
入
れ
俸
制
を
つ
く
ろ
ヴ
か
が
問
題

で
あ
る
。
二
の
近
代
化
協
抗
日
立
を
契
機

、
明
る
い
商
庖
街
ゃ
つ
く
り
を
し
て
消

費
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
。

同
U
決
ま
っ
た
役
員
は
、
次
の
と
お

マ
会
長
H
H
H
U

松
岡
春
作
(
長
浜
)
マ
副

会
長
u
n
鎌
川
高
雄
(
白
滝
)
沖
五
夫
(
長

浜
)
熊
野
昭
「
長
浜
)

こ
の
ほ
か
聞
事
卜
丘
人
、
会
計
理
事

一
人
、
監
事
二
人
か
選
出
し
ま
し
た
。

表
彰

* 本

村

上

滋

則

さ

ん

膏
少
年
非
行
防
止
に
功
労

警
察
少
年
協
助
い
H
rで
あ
る
長
浜
十
回

以
の
村
上
滋
則
さ
ん
(
五
八
)
叶
問
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
f

¥

じ
円
少
年
非
行
防
止
活
動
に

積
層
的
に
協
力
さ
れ
た
こ
ど
に
よ
り
、

七
月
三
日
、
県
笹
本
山
で
開
か
れ
た
愛

媛
県
野
察
少
年
協
助
員
連
絡
協
議
会
総

会
の
附
し
い
、
佐
藤
弘
同
協
議
会
会
長
か

「
つ
友
彰
さ
れ
ま
し
た
c

金

橋

寿

幸

さ

ん

東

正

明

さ

ん

青
少
年
の
非
行
防
止
に
功
績

防
犯
相
談
所
長
で
あ
る
長
浜
卜
七
区

の
会
橋
寿
幸
き
ん
(
七

JYf一
、
一
一
卜
区
の
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(有)岸本印刷

東
正
明
、
さ
ん
(
五
八
)
は
、
多
年
に
わ
た
り

防
犯
思
想
の
高
揚
、
青
少
年
の
非
行
防

止
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
ヒ
月
七
日
、
大
洲
地
区
防
犯
協
会
総

会
の
席
上
、
近
山
守
円
一
秋
同
協
会
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
7

レた。

印刷

喜
多
郡
水
泳
大
会

昭
和
五
十
五
年
度
喜
多
郡
水
泳
大
会

が
、
八
月
四
日
、
五
十
崎
町
町
民
プ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
郡
内
で
予
選
を
勝
ち
抜
い

(第三種郵便物認可)

1竹とラ乙己
が品券桜子ιぞ

(定価 1部30円)昭和55年8月20日発行昭和55年 9月号広報ながはま

た
選
手
が
参
加
し
、
雨
の
中
行
わ
れ
た

結
果
、
次
の
通
り
の
成
績
と
な
り
、
菊

地
敏
行
部
町
村
教
育
委
員
会
連
台
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
7

V

た。

{
男
子
]
[
百
川
自
白
川
七
〕
優
勝
H
H
渡

辺
一
博
(
大
和
小
)
マ
チ
一
位

l
高
山
憲

和
(
長
浜
小
)
[
百
ド
ポ
ア
泳
ぎ
)
二
-
位

uu西
国
唯
志
(
長
浜
小
)
(
五
卜
日
自

由
型
〕
一
一
位

l
凶
本
幸
五
(
長
浜
小
一

〔
五
十
川
川
平
泳
き
)
二
位
H

西
田
唯
志

(
長
浜
小
)
〔
五
十

μ
背
泳
〕
三
位
H

二
宮
日
什
(
長
浜
小
)
〔
二
十
五
日
自
由

型
〕
優
勝

1
西
本
幸
五
(
長
浜
小
)
マ

滝
公
民
館
へ

0

0
長
浜
二
一
区
の
矢
野
元
幸
夫
き
ん
(
四

九
)
:
・
図
書
三

O
冊
を
学
時
、
公
民
館
、

老
人
ホ

l
ム
、
保
育
所
ヘ

O
故
金
指
キ
ケ
エ
き
ん
代
埋
長
浜
六
以
一

の
金
指
栄
男
さ
ん
一
六
一
プ
:
一
一
ア
レ
ピ
、

ポ
ラ
ロ
イ
ト
カ
メ
一
7

(

二一

C
一
行
刊
)

を
老
人
ホ
ー
ム

r

円
山
国
へ
。

O
沖
浦
保
育
所
母
の
会
む

k
び
ム
卜
丘

竿
度
卒
園
児
保
護
者
一
一
例
・
:
ワ
イ
ド

テ
ー
ブ
ル
セ
フ
テ
ィ
四
脚
を
沖
浦
保

育
所
ヘ
。

。
長
浜
五
七
区
の
倉
橋
カ
キ
ノ
さ
ん
(
七

二
)
:
・
小
銭
を
教
育
委
員
会
へ
。

二
位

l
渡
辺

4

博
(
大
和
小
)
マ
三
位

1
高
出
憲
和
(
長
浜
小
)
〔
二
百
げ
リ

レ
1
〕
優
勝

1
長
浜
小
学
校

{
女
子
}
〔
百
日
自
由
引
〕
一
一
位
H
H
西

岡
陽
子
(
喜
多
灘
小
)
[
ぬ
い
川
一
平
泳
有
一
一
一

優
勝
u
H
森
川
美
佐
子
(
円
滝
小
)
〔
ム
卜

川
平
泳
ぎ
〕
優
勝

1
森
川
美
佐
子
(
白
滝

小
)
〔
五
十
れ
背
泳
〕
一
二
作
H
H
品
川
尾
円
日

子
(
喜
多
灘
小
)
〔
二
ト
丘
い
白
山
川
三

一三位

l
武
地
理
江
(
白
滝
小
)
(
百
五

卜
日
メ
ド
レ
ー
リ
レ

l
〕
優
勝
H
H
白
滝

小
学
校
マ
一
二
位
H
H
喜
多
灘
小
学
校
〔
二

百

υリ
レ

l
〕
一
二
位

l
大
和
小
学
校

お
誕
生
お

長黒白山出櫛長長沖櫛住

ワ
月
届
出
分
(
品
川
称
略
、
一

所

保

護

者

氏

名

読

補

完

名

生

村

上

害

時

男

今

子

女

直

美

浦

菊

地

俊

幸

長

女

岬

i

浜

松

石

義

人

今

子

女

良

子

浜

泉

豊

志

長

引

犬

介

生

城

戸

博

文

一

一

生

忍

海

上

村

H

汁
長
女
恵
美
子

海

上

村

昇

長

男

昇

一

滝

癒

旧

修

長

男

智

弘

同

石

田

悦

蔵

二

女

ょ

う

子

浜

林

田

峯

好

長

男

堅

太

お
く
や

今長豊長下 長栴 f主
柴 須紫

不自由な方のために j 坊浜茂浜戒 浜生所ワ

相手の声を頭部の骨に振動 j谷高青菊片高藤岡河 月
1口岡肝地山 本凹内氏届

させて聞く骨伝導方式の完話 j 牛チフヤ き 出

機です。音を大きくしただけ j義直クエクス美よ繁名分
では聞きとりにくいという方 1ーヨミヨ子ヨヨ次子晴 ( 

や、高い音、低い音が聞きト} 敬
i ~.~~~~~~~~死称

りにくい方に便利です。もち i五六六七七八四六五亡略
ろん普通の電話機としてもご利用いただ 1九 九八七二五九六時)
けます 伊予 長 浜 電 報 電 話 局 宮 川00 j ~，~~. -~ ~ ~ ~ ~ ~草

』
市
借

whd

A

空

編

集

後

記

今
年
の
夏
は
ほ
ん
と
う
に
涼
し
か
っ

た
で
す
ね
。
扇
風
機
を
使
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
海
水
浴
場
も
例
年
だ
と

人
、
人
、
人
に
な
る
の
で
す
が
、
今
年

は
さ
っ
ぱ
り
:
:
:
。

長
か
っ
た
梅
雨
期
レ
仁
?
で
の
後
の
多
雨

も
か
ら
ん
で
、
夏
物
商
戦
、
農
作
物
な

ど
に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
い
る
よ
う

で
す
。さ

て
、
こ
れ
か
ら
は
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
。
被
害
の
お
き
る
前
に
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
点
検
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す。
今
月
は
敬
老
週
間
が
あ
り
ま
す
。
多

年
に
わ
た
っ
て
社
会
の
た
め
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
老
人
、
い
た
わ
っ
て
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。

人口世帯数

楽しく fi.みよい町、豊かで働きがいのある田J

美しい人情と文化の田Iをっくり、人口をJやしましょう

>~接言
…ー
…=  
弓彩 主
-グヲ

，呈
吉

この頃になると残り蚊がどこ 主

からカか、忍びび、こんてで芯人問の血をI吸吸 -

しい￥にくる。殊更に痛痔いのてで芯思 雲

jわ7ずず、子がいくのだが生憎もうち ? 
よつとのH斤でで、屈かない.Jこプカかうト冶ら 雪

下カか、ら、 右カか〉ら 2在tカか、ら様々 にや Z 
つてみる♂の)汗だtカが通どうユ工二τ」犬」犬℃しても 三

馬太目だ O 主知11府有Eもな

まい戸所斤ヘf食主い一コ〈奴だと向コ腹 壬

をたて亡 Jみメでもどうにもならぬ。雲

A かいごくれる yiが傍にむれば Z 
先ずは助かるむあらねばjnIか背 三
中へきし込む物全探すのだが普 ゑ
と迷って物尺は滅多になし、孫 Z 
の子でも構えていない限り満足 曇

にかけるものは近代家庭にはま そ

ことに乏しい。何ともやり切れ 警

ないもどかしい思いを長時間強 Z 
いられるのが初秋の一風物A 社 三
会の現象も大体似たりょったり 主

に展開しでいるようだ門もうち 2 
ょっとのところで、売声Hに負:t七、書

金を儲けそこな}た、試験に 1答 雪

ちた、選挙に敗れたというよう 警

なことか λ、色々な 制 度 施 策 三
にして色もう九 Iっと j品かい，tE Z 
Lミやりを盛り込入でくれたらと 喜
いうような事がι[土、蚊がむつ 岳

かしい所を食う事よりも(土るか 喜

に多い Jさろう A かき手(援助↑hh ;' 
力をしてくれる人)やかき道呉

(制度・施策など)がたっぷり欲 主
しいと殆どの人類は感じながら 三

生を送っていることだろう。 呈

それにしても蚊の奴、本能が冴 手

えどいるのか、えらい所ヘ食い 雪
っくものだ。=

8月 1日現在 前月との上七車交

12，982人 9人増
)¥、L1 (男 6，1似)

ムー 6，784人 6人増
トト

i世帯数 3，901世帯 4世帯減

幡?


